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同一胃癌の大彎側 と小彎側 との差異に関する研究

(第3編)

リ ボ 核 酸 含 有 度 の 差 異 に つ い て

岡山大学医学部第1外 科教室(指 導:陣 内教授)

副 手　 水 野 悟

〔昭和32年4月27日 受稿〕

第1章　 緒 言 並 に文 献

悪 性 腫 瘍細 胞 に は リボ核 酸 が多 く含 まれ て

い るこ とは 以前 よ り知 ら れ て い た.す な わ

ちCasperson1)等 はHeterochromatin系 で

Histonが 合成 され,こ れ が 核膜 内 面 に 集 積

し,外 面 で は リボ核酸 が合 成 さ れ る と し た.

 Brachet2)は 組 織 片 に リボ ヌ ク レアー ゼ を 作

用 させ て,原 形 質 内 の塩 基性 色 素(チ オ ニ ン,

ピ ロニ ン,ピ ロニ ンメ チル 緑等)で 染 ま る物

質 の消 失す るこ とを記 載 して い る.

Casperson3), Brachet2)等 は分 裂 増殖 を盛 ん

に 行 つ て い る もの ほ ど リボ核酸 を多量 に含 有

す る といつ て い る.本 邦 に お いて も政 山4)等

は ラ ッテ肝 癌 の核酸 量 に つ いて,そ の発 育初

期 よ り肥 大 す るに した が つ て増 加 し,ま た分

裂 増殖 の 旺 盛 な組 織 は リボ核 酸 も増 加 して い

る こ とを 証 明 して い る.柴 谷 も同 様 ラ ッテ 肝

細胞 の リボ核 酸 につ い て 同様 の こ とを のべ,

最 近,浜 崎,青 木6)等 は上 皮性 悪 性腫 瘍 と結

合組 織 性 腫 瘍 内に お け る リボ核 酸 の形 態 学 的

研 究 にお い て,リ ボ核 酸お よび 空胞 状 顆 粒 に

つ き詳 細 に 研 究 し,上 皮性 腫 瘍 細胞 の原 形 質

内 リボ核 酸は チ オニ ン,ピ ロニ ン両 染色 と も

に微 細 顆粒 状 にあ らわれ,と くに分 泌 機 能 を

有 す る ものは 空 胞 状 顆粒 に 富 み,リ ボ核 酸 は

その 顆粒 間 を充 して い る とい つ て い る.

次に,癌 組織が周囲の胃壁を浸潤 してゆく

際には,そ の発育先端部において既存の結合

組織を圧排して進むとともに癌組織自身,固

有の間質を形成 してゆ くものである.し かし

てこの癌実質内に新生 された間質結合組織を

栄養補給路として発育す るようになるのであ

る.こ の新生された癌組織固有の間質は既存

の結合組織と異な り,か なり増殖のはげしい

ものであつて,さ きに教 室の武田7)は 胃癌の

リンパ節転移に関する研究において,こ の新

生された癌組織固有の間質結合組織には多 く

のリボ核酸を含むが,既 存の結合組織には殆

ど含まれていないことを報告している.

私は第1編,第2編 において同一胃癌の大

彎側と小彎側との差異を肉眼的所見並に発育

状況の組織学的所見及び癌細胞核の大きさの

点から機討 して明かに有意の差があることを

知つたが,本 編においては癌細胞原形質内の

リボ核酸の消長を検すると同時に上述のごと

き新生された癌組織固有の間質結合組織内の

リボ核酸についても検討を加 えるこ とと し

た.

第2章　 実験材料並に方法

最近,陣 内外科教室において手術により切

除された胃癌47例 の標本につき,次 のごとき

方法で固定,染 色し鏡検した.す なわち手術

により切除された胃癌標本の体温を失わない

うちに大彎側並に小彎側の癌組織の数ケ所 よ

り腫瘍組織を薄切し,無 水硫酸銅加純アルコ

ールで48時 間固定 した.脱 水固定が充分行わ

れるように上腫瘍片は なるべ く薄 く2～3mm

位に した.し かるのちパラフ ィン切片を作成

した.

染色液 としては0.5%チ オニン水溶液,お
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よ び0.1%ピ ロニ ンメ チル 緑 水溶 液 を使 用 し

た.チ オ ニ ン水 溶 液 で は約5分 間 染色 し,水

洗2回,過 剰 色 素 除 去 のた め95%ア ル コー ル

に5分,脱 水 のた め純 ア ル コー ル で5分 処 理

し,キ シ ロー ルを 通 じ,バ ル サ ム で封 入 した.

ピ ロニ ンメ チ ル緑 染 色 は,同 液 に て25～30分

染 色 し,蒸 溜 水 に て2～3回 水 洗 後,純 アル

コ ール に て5分,分 別 お よび脱 水 を お こな つ

た.

第3章　 実 験 成 績

私の研究に使用した胃癌切除標本は第1表

に示すごとく,腺 癌28例,単 純癌19例(う ち

硬性癌4例)の47例 である.腺 癌は悪性腫瘍

中でも,と くにリボ核酸を豊富に含有すると

いわれているが,私 の研究においても,と く

に腺腔内に分泌物を充しているようなものは

リボ核酸の含量が目立つていた.単 純癌にお

いては,腺 癌に比しややリボ核酸の含量の小

なるを思わせるが,な お多 く含まれている.

また癌塊中心部の癌細胞 よりも,発 育先端部

の癌細胞により多 く含まれている.

これを大彎側と小彎側 とで比較してみると,

第1表 のごとくである.ま つ癌細胞原形質内

に含まれるリボ核酸は,小 彎側の癌細胞が,

大彎側のそれに比 し多量に含有されているも

の22例(写 真1, 2),同 程度なるもの24例 で,

逆に大彎側の癌細胞により多 く含まれている

ものは1例 にすぎなかつた.次 に癌組織固有

の間質結合組織内においても,そ の線維細胞

に癌細胞ほどではないが,か なり多量のリボ

核酸が含有せられていることを知つた.い ま

これを同様に大彎側 と小彎側と比較してみる

と,大 彎側の間質結合組織内により多 く含ま

れているものが11例,大 彎側と小彎側 とが同

程度のもの32例,大 彎側に多 く含まれている

もの4例 であつた.し か してBorrmann型 と

の間には一定の関係はみられなかつた.こ の

さい間質結合組織中に遊走するピロニン好性

細胞は厳密に除外 した.

第1表　 胃癌の大彎側並に小彎側におけるリボ核酸含有度の差異
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第4章　 総括並に考按

人体胃癌において,そ の大彎側 と小彎側と

の差異を肉眼的にBorrmannの 分類に従つて

検討 してみると,そ のIII型においては,必 ず

瀰漫性浸潤は小彎側に存し,し かも境界鮮明

なる部は大彎側に限 られている.こ れを組織

学的にみれば,と くに二その発育先端部の簇出

度並に組織像について詳細に検討してみると,

その形態のいかんをとわず,小 彎側が大彎側

に比較して癌胞巣の高度の発育を示 している

ことがわかる.ま た生体の防禦作用と目され

る間質結合組織からみた場合でも,大 彎側に

おいて,そ の増殖の強いことが証明されたの

である.ま た第2編 において,同 一胃癌の大

彎側,小 彎側における癌細胞核の大きさを検

してみるに,小 彎側において大彎側よりも一

般に小さいことを知つた.

本編においては胃癌組織内における癌細胞

および癌組織固有の間質結合組織におけるリ

ボ核酸の含有度を大彎側と小彎側とにおいて

比較してみると,癌 細胞においては,小 彎側

において多量のリボ核酸が含有され,特 に浸

潤性に発育しつつある小彎側癌細胞には特に

著明であり(写 真3),そ れに反し間質結合

組織の増殖の強い大彎側においてリボ核酸の

含量の少いことがわかつた.ま た癌塊中心に

近い部分の癌細胞よりも発育先端部の癌細胞

においてより多くのリボ核酸を含んでいるこ

とを知つた.次 に新生された癌組織固有の間

質結合組織内にも多かれ少なかれ同様にリボ

核酸がみられるが,こ れも癌細胞原形質内に

おけるリボ核酸ほど顕著ではなかつたが,や

は りどちらかといえば小彎側に多く含まれて

いるものがその逆の場合よりも多くみられた.

 Stowell8)も人体の上皮性癌および他の種々の

癌中殆んどのものに,リ ボ核酸の増加を認め,

これの減少するのは全くみられなかつたと云

つているが,以 上のことよりリボ核酸の点に

おいても同一胃癌の小彎側の方が大彎側より

も発育が旺盛であるものが多い ことがわか

る.

以上3編 の成績を通覧するに,胃 癌辺縁部

の肉眼的所見,胃 癌発育先端部の簇出度,及

びその組織像,生 体防禦反応とみられる間質

結合組織の増殖度,さ らに癌細胞核の大きさ,

及び癌細胞原形質内及び癌組織固有の間質結

合組織内リボ核酸含有度などほとんどすべて

の点において,同 一胃癌といえども小彎側の

方は大彎側よりも発育が旺盛で,よ り悪性で

あることがわかつた.こ の理由については癌

組織そのものにその原因を求めるよりは,小

彎側胃壁の局所性に起因すると考えるのが妥

当であると思われる.さ らにその原因として,

私は一つは食物が通過する際,い わゆる胃道

(Magenstrasse)と して小彎側をより多 く刺戟

するとも考えられ,ま た他方では,胃 壁のス

パスムスは小彎側に強 く,従 つて血管の縮少,

血行の障碍を招来して局所抵抗減弱を来すた

めに大彎側よりも癌の発育を容易ならしめる

ものならんと推察する次第である.

以上のごとく,同 一胃癌においても小彎側

では大彎側よりも悪性であるということが,

癌組織の側に起因するのではなくて,生 体の

側にあるということが本研究によつて明かと

なつたが,こ のことは癌の悪性度の問題に対

する考え方に明瞭な示唆を与えるものとして

意義深 く思われる.

第6章　 結 論

1.同 一 胃癌 に お い て も,癌 細 胞 に 含 まれ

る リボ 核酸 は一 般 に 大 彎 側 よ り も小 彎 側 の癌

細 胞 に 多 く含 まれ て い る.

2.癌 組織 固 有 の 間 質 結合 組織 にお い て も

癌 細胞 ほ どでは な い が 同様 の傾 向 が み られ る.

稿を終 るに臨み終始御懇篤な る御指導 と御校閲と

を賜つた恩師陣内教授 に深謝す.

(本論文の要旨は第17回 臨床外科学会及び第42回

日本消化機病学 会総会において発表 した).
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附 図 説 明

第1図　 腺癌の小彎側における癌細胞原形質内に多量に リボ核酸を含有 してい る像.

第2図　 同一胃癌 の大彎側において小彎 側に比 しリボ核酸含有度の少い癌細 胞.

第3図　 胃癌の小彎側の組織間隙を浸潤せ る癌細胞に甚だ多量の リボ核酸を含有せ る像.(何 れも ピロニンメ

チル緑染色で,倍 率は100×15)

Differences of gastric cancers between the greater and the

 lesser curvature

Part III. On the differences of the ribose nucleic acid content of the

 cancer cells between the greater and the lesser curvatures

By

Satoru Mizuno

Dept. of Surgery, Univ. of Okayama School of Medicine

(Director: Prof. Dr. D. Jinnai)

The 0.1% solution of pilonin methyl green and the 0.5% solution of tionin solution 

were used for staining.
The ribose nucleic acid content was more in the cancer cells on the lesser curvature 

than in those on the greater, but this fact was not evident in the cells of the stroma.
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